
昭和62年9 月25日あ だ ち 広 報

あ だ ち 広 報

第766 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120　足立区千住一丁目4- 18 ( 882) 1111 編集/ 企画部広報課

用途地域・地区見直し

特 集 号

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
合
言
葉
に

用
途

地
域
・

地
区

の
見

直

し
が

始
ま
り
ま
し
た

現
在
の
用
途
地
域
・
地
区
は
昭
和
5
6

年
4
月
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年

で
6
年
を
経
過
し
ま
す
。

こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
と
様
子
を
変
え

て
き
た
私
た
ち
の
足
立
区
を
ふ
り
返
り
、

今
年
度
、
用
途
地
域
・
地
区
指
定
の
見

直
し
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か
な
、住
み
良

い
足
立
」
を
め
ざ
し
て
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

用
途
地
域
・
地
区
と
は

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
足
立
区
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
「
ま
ち
の
顔
」
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
「
ま
ち
」
の
中
に
は
、
た

く
さ
ん
の
建
物
が
あ
り
、
そ
の
使

わ
れ
方
や
階
数
・
構
造
な
ど
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

用
途
地
域
・
地
区
と
は
、足
立
区

に
住
み
・
働
く
、私
た
ち
だ
れ
も
が

望
む
、「
安
令
・
快
適
・
便
利
で
心

豊
か
な
ま
ち
」
の
実
現
と
い
う
将

来
目
標
に
向
け
て
、
そ
の
方
向
に

近
づ
け
る
た
め
の
街
づ
く
り
の
最

も
基
本
的
な
ル
ー
ル
の
一
っ
で
す
。

用
途
地
域
・
地
区
に
は
、ま
ち
の

ど
こ
を
住
宅
地
と
す
る
か
、
ど
こ

を
商
業
地
や
工
業
地
と
す
る
の
が

よ
い
の
か
と
い
う
用
途
指
定
や
、

建
物
の
高
さ
、
建
物
の
大
き
さ
を

示
す
容
積
率
な
ど
、
建
築
物
の
形

態
に
影
嘗
を
及
ぽ
す
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

今
回
の
見
直
し
に
先
立
ち
、
東

京
都
か
ら
指
定
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
(裏
面
)

足
立
区
で
は
、
今
後
、
こ
の
指

定
方
針
等
を
ふ
ま
え
、
区
の
地
域

特
性
な
ど
を
加
昧
し
て
、
区
案
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

用途地域・地区の現在の状況
昭和62年4 月1 日 現在

防火・準防火地域 高度地区 用途地域

環境のよい街づくり
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見
直
し
に
関
す
る

東
京
都
の
指
定
方
針

―
指
定
方
針
の
概
要
―

▽
市
街
地
の
安
全
性
の
向
上

▽
生
活
環
境
の
整
備
と
自
然
環

境
の
保
全
回
復

▽
機
能
的
な
都
市
形
成

と
い
う
3
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ

そ
の
実
現
を
目
ざ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
容
積
率
に

つ
い
て
は
、
市
街
地
の
無
秩
序
な

過
密
化
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
と
し

て
現
行
の
指
定
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
。
計
画
的
な
市
街
地
の

整
備
を
図
る
区
域
、
都
市
施
設
が

新
た
に
整
備
さ
れ
た
区
域
等
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

(
住
宅
地
・
商
秦
地
お
よ
び
工
巣

地
に
か
か
る
指
定
方
針
>

□
住
宅
地

住
宅
地
は
、
生
活
環
境
を
改
善

し
、
ま
た
生
活
利
便
性
を
図
っ
て

良
好
な
居
住
空
間
を
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
地

区
計
画
等
を
活
用
し
な
が
ら
指
定

し
ま
す
。低
層
の
住
宅
の
良
好
な

環
境
を
保
護
す
る
地
域
は
第
1
種

住
居
専
用
地
域
。
中
高
層
住
宅
の

良
好
な
環
境
を
保
護
す
る
地
域
は

第
2
種
住
居
専
用
地
域
。
住
居
の

環
境
を
保
護
す
る
地
域
は
住
居
地

域
と
し
ま
す
。

□
商
秦
地

商
業
地
は
、
そ
の
地
域
の
特
性

や
機
能
等
を
考
え
、
よ
り
便
利
な

ま
ち
を
め
ざ
し
、
近
隣
商
業
地
域

と
商
業
地
域
を
指
定
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
常
品
等
を
扱
う
店

舗
等
の
生
活
利
便
施
設
の
立
地
を

図
る
等
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
近

隣
商
業
地
域
を
指
定
し
ま
す
。

ま
た
、
多
心
型
都
市
構
造
へ
の

転
換
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
副
都

心
等
商
業
・
業
務
施
設
等
の
計
画

的
な
螯
備
。
充
実
を
図
る
区
域
に

つ
い
て
は
、
商
業
地
域
を
指
定
し

ま
す
。

□
エ
業
地

工
業
地
は
、
主
と
し
て
工
業
の

発
展
を
促
進
す
る
と
共
に
、
都
市

型
工
業
等
を
保
持
・
育
成
し
、
公

害
の
防
止
を
す
る
た
め
、
そ
の
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
用
途
地
域
・

地
区
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。この

た
め
、
工
業
の
生
産
環
境

の
優
れ
た
区
域
や
、工
業
の
立
地

を
誘
導
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、

工
業
専
用
地
域
、
ま
た
は
工
業
地

域
を
指
定
し
ま
す
。

都
市
型
工
業
、
家
内
工
業
等
を

保
持
し
、
育
成
を
図
っ
て
い
く
必

要
の
あ
る
区
域
等
に
つ
い
て
は
、

準
工
業
地
域
を
指
定
し
ま
す
。

な
お
、公
害
な
ど
を
防
止
す
る

必
要
の
あ
る
区
域
や
都
市
型
工
業

等
を
保
持
・
育
成
す
る
と
と
も
に

住
居
と
の
調
和
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
区
域
に
つ
い
て
は
、
特

別
工
業
地
区
を
指
定
し
ま
す
。

見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
年
度
行
う
見
直
し
は
、
都
市
計

画
の
手
法
に
関
し
て
、
地
区
計
画

(
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
参
照
)

な
ど
、
新
た
な
制
度
が
加
わ
っ
て

い
る
こ
と
や
前
回
の
見
直
し
か
ら
6

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
地
域
の
実
態
や
将
来
構
想

等
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

地
域
の
土
地
利
用
の
実
態
(
釛
向

を
含
む
)
と
将
来
構
想
と
の
兼
ね

あ
い
を
考
え
な
が
ら
進
め
ま
す
。

兒
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
表

に
示
し
た
順
序
で
行
う
予
定
で
、

新
用
途
地
域
・
地
区
は
。
昭
和
6
4

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

地域の特性を生かしたにぎやかな商店街

見直しスケジュール

ま ち づ く り

ニュ ース

〈地区計画制度>

卜 私違の住んでいる「まちJ は。とて・ 個性

的です。 その個性を活カ・しながら∧rよう良:

いまちづ くり」を進めていきたい と。多くご
の人が思っています。 ‥ 、‥‥

∧ 地区計画制度とは、 それぞれの地区の地:
理的条件や特性を生かt ながら、きめ=の網フ=

か‰・。まちづくレりを進めていくために建築等

の際のルールを設けようとするものです。

地区計画を定めた区域については、用途地・
域・:地区の指定によるルールに加え、地域

孤自の外梺の位置や建築物の高さの最高限く

度なとを指定するこ とができます。 緑のオープンスペースの豊かな高層ビル

見
直
L
素
案

地
元
説
明
会
に

つ
い
て
は
、別
途
『
あ
だ
ち
広
報
』

特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

用
途
地
域
・
地
区

に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
舎

・
都
市
計
餬
課
へ

。

(
瞻
)
1
1
1
1
㈹

災害に強い街づくり I　240. 000


